





Translation and Annotation of “The Nine Chapters 
on the Mathematical Art（九章算術）” Vol. 31
 TAMURA Makoto　
Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
   This is the thirty-first article based on our research and results in which we studied the 
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［一八］今有邑、 東西七里、 南北九里、 各中開門。 出東門十五里有木。 問、 出南門
幾何步而見木。
答曰、 三百一十五步。


























































































［一九］今有邑、 方不知大小、 各中開門。 出北門三十步有木。 出西門七百五十步見
木。 問、 邑方幾何。
答曰、 一里。























4AB2=4AC×DEである。AC=30、DE=750より2AB=  4AC×DE=  4×30×750=









































































の 1 辺の半分の自乗になるというのは、 1 つの隅にある小正方形の面積になるという
ことである。「よってこれを 4 倍する」と 4 隅の小正方形の面積の和が得られる。ゆ
えにこれを「実とする。開平方すれば邑の 1 辺となる」というのである。
［二〇］今有邑、 方不知大小、 各中開門。 出北門二十步有木。 出南門十四步、 折而
西行一千七百七十五步見木。 問、 邑方幾何。
答曰、 二百五十步。











































































EFが成り立つ。邑の正方形の 1 辺をxとおくとAB= x―2 、EC=20+x+14であるから
x（x+34）=2×（20×1775）＝71000を解くということになる。「従法」は 1 次の項の
係数のこと。
　　（1 17）1 次の項を持つ 2 次方程式なので、「開方」は帯従開平方のこと。60）の注（60）













































［二一］今有邑、 方十里、 各中開門。 甲・乙倶從邑中央而出。 乙東出。 甲南出、 出
門不知步數、 邪向東門、 磨邑 與乙會。 率、 甲行五、 乙行三。 問、 甲・乙行各幾何。
答 曰、 甲 出 南 門 八 百 步、 邪 東 北 行 四 千 八 百 八 十 七 步 半 及 乙。 乙 東 行
四千三百一十二步半。
術曰、令五自乘、三亦自乘、幷而半之、爲邪行率。 邪行率減於五自乘者、餘爲南行率。
以三乘五爲乙東行率［35］。 置邑方、 半之、 以南行率乘之、 如東行率而一、 即得出





















































































　　（1 23）計算は邑の 1 辺の半分（AC、CD）が 5 里すなわち1500歩で、句股の比が8：15
だ か ら、 南 門 を 出 た 歩 数DE=1500× 8―15=800歩 で あ る。 し た が っ て 南 行 は



















































　　 　術にいう、 5 を自乗し、 3 もまた自乗し、これらを合わせたものを半分にして斜行































［二二］有木、 去人不知遠近。 立四表、 相去各一丈、 令左兩表與所望參相直。 從後
右表望之、 入前右表三寸。 問、 木去人幾何。
答曰、 三十三丈三尺三寸少半寸。

































































　　　答えにいう、33丈 3 尺3 1―3 寸である。











訳：この問題は、右前の表から入る 3 寸を句率とし、右の両方の表の距離である 1 丈を股
率とし、左右両方の表が隔たる 1 丈を既知の句とし、問うている木の人からの距離は、
既知の句に連なる股とする。股率はまさに既知の句に乗じるのである。この 2 率はと
もに 1 丈であり、ゆえに「自乗する」といっているのである。 3 寸を法とする。実を
法で割れば寸を単位とする答えが得られる。
［二三］有山、 居木西、 不知其高。 山去木五十三里、 木高九丈五尺。 人立木東三里、





























2―3 寸なので164丈 9 尺6
2―3 寸である。 
訳：山が有り、木の西にあって、その高さはわからない。山から木までの距離は53里で、
木の高さは 9 丈 5 尺である。人が木の東 3 里のところに立ち、木の末端を望むと、そ
の先がちょうど山頂と重なった。人の目の高さは 7 尺。問う、山の高さはどれほどか。
　　　答えにいう、164丈 9 尺6 2―3 寸。





















































［二四］今有井、徑五尺、不知其深。 立五尺木於井上。 從木末望水岸、入徑四寸。 問、
井深幾何。
答曰、 五丈七尺五寸。























































50×46―4 =575（寸）、すなわち 5 丈 7 尺 5 寸であ
る。
訳：今、井戸が有り、直径は 5 尺であり、その深さはわからない。 5 尺の棒を井戸の上に
立て、棒の先端から井戸の水面の対岸を望むと、径のうちに 4 寸入る。問う、井戸の
深さはどれほどか。
　　　答えにいう、 5 丈 7 尺 5 寸。
　　 　術にいう、井戸の直径 5 尺を置いて、径に入る 4 寸をこれから減じて、残りは立て





訳：この問題は径に入る 4 寸を句率とし、立てた棒の高さ 5 尺を股率とする。井戸の径の
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